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　　The　pulpose　of　this　study　is　to　examine　the　relationships　between　the　wamling－up　sty監es　and　the　waming－up

experience　in　psychodrama．　Participants　were　requested　to　check　their　mental　state　befbre　and　aRer　the　psycho－

drama　session．　Sessions　were　ca㎡ed　out　using　one　of　three　wa㎜ing－up　sWles：“talking－odented　sけle”，“acti

on－oriented　style，，，and　the　application　of‘‘dohsa－hou（a　Japanese　method　of　psychological　rehabil重tation），，．

Results　indicated　that　all　factors　in　the　wamling－up　experience（familiarity，　menta【activation，　motivations　to　the

drama，　and　fbeling　relaxed）increased　significantly　after　each　session．　ANOVA　and　ANCOVA　showed　that
‘‘

≠モ狽奄盾氏|oriented　style，’was　more　related　to　familiarity，　mental　activation，　and　mσlivations　to　the　drama，　and　that

“dohsa－hou”was　more　related　to驚eling　relaxed．　Discussions　were　ca㎡ed　out　l丘om　the　co㎜onali妙and出e

dif琵rence　of　waming－up　styles．

Keywords：Psychodrama，　wa㎜ing－up　s妙les，　wa㎜ing－up　expedence，　the　scale　of　warming－up　expedence

　　　　　（SV肥），the　apPlication　of　‘‘dohsa－hou，，

問題と目的

　心理劇のセッションにおいて，参加者は主役をはじめ

様々な役割を自発的に演じることが求められる。しかし

いきなり舞台の上で役割をとって演技することは多くの

場合困難なことである。そのために，心理劇のセッショ

ンでは，はじめにウォーミングアップが必ず行われ，参

加者の心身の準備状態をドラマに向けて高めていく。

　ウォーミングアップの最も大きな目的は「参加者の自

発性を高めることである」（Blatner，1973；台，1982；

Leveton，1977）と言われるが，参加者がどのような体験

をしているときに自発性が高まっているのか，というこ

とについて整理することは重要である。ウォーミングアッ

プの目的や監督として留意すべき点については多くの記

述がなさ’れており（Blatner，1973；増野，1989；台，1982；

金子，1992；Leutz，1985；土屋，1994など），これらを整

理するとTable　1のようになるが，これらの記述の示す

ような状態が参加者に起こり，また高まっているときに

は，参加者は自発性が高いといえそうである。

　岡嶋・針塚（1999）はウォーミングアップの段階にお

いて参加者がい：かなる体験をしているかについて，ウォー

ミングアップ体験尺度を作成することにより検討を行っ

た。心理劇経験者へのインタビューより項目を作成し，

因子分析を行った結果，ウォーミングアップ体験の要素

として「親和性・心的高揚」「劇への動機づけ」「リラッ

クス感」という3つの因子が抽出された。その後，各因

子の内容的な妥当性について考察がなされたが，実際に

これらの内容がウォーミングアップによって高まるのか，

という問題については明らかにされなかった。そこで本

研究では，ウォーミングアップによってこれらの要因が

実際に高まるかについて検討することを第一の目的とす

る。

　また，岡嶋・針塚（1999）はウォーミングアップの方

法を，他者とのコミュニケーションにおける接近様式の

違いという観点から「話し合い重視」「身体活動重視」

という二つの様式にわけ，それぞれの様式とウォーミン

グアップ体験との関係性について検討した。しかし，そ

れぞれの様式に特有の関係性はほとんどみられず，いず

れの様式においてもほぼ同等のウォーミングアップ体験

が得られたことが示された。しかしこれはウォーミング
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アップ直後の状態のみについて調査を行ったものであり，　グアップの様式と体験との関係性について，ウォーミン

ウォーミングアップ前後の参加者の状態の違いの観点か　　グアップ前後の参加者の状態の違いの観点から検討する

らは検討されていない。そこで本研究では，ウォーミン　　ことを第二の目的とする。

　　　　　　　　　　　Table　1
ウォーミングアップの目的，監督の留意点についての記述

演技への抵抗が軽減されるような体験

「少しずつ自己表現ができる」（増野，1989）

「役割表現の抵抗の減少」（時田，1981）

「舞台に上がり役割を自発的に演技する」（台，1982）

「舞台に立つことへの抵抗を解放する」（金子，1992）

「心だけでなく身体も自由に動かせ，演技できる」（台，1982）

集団への親密性や信頼感が高まるような体験

「信頼感に満ちた雰囲気を作る」（Leutz，1985）

「自己とメンバーの間にコミュニケーションの道を開き，そして全員相互間に寛容な，さらに親密な対人関

係を設定する」（増野，1977）

「集団の同一性と信頼のセンスを確立する」（Blatner，1973）

「いま・ここでの関係変化体験が自己において素直に成立するように」（土屋，1994）

　　　　　　Table　2
ウォーミングアップ体験尺度の改訂

ウォーミングアップ前の状態尺度 ウォーミングアップ後の状態尺度

＜親和性＞3項目

みんなと一緒にいるような気持ちである みんなと一緒にいるような気持ちである

他の人たちとの心理的な距離の遠さを感じる 他の人たちとの心理的な距離の遠さを感じる

他者との壁を感じない 他者との壁がなくなったような気がする

＜心的高揚＞2項目

自由に動けるような気持ちである 自由に動けるような気持ちである

体を動かしやすいと感じる 体を動かしやすくなる

＜劇への動機づけ＞6項目

心理劇をしたい気分である もっと続けたい気分である

動きたくない気分である 動きたくない気分である

なんだか疲れた気分である なんだか疲れた気分である

自分が他者よりも動ける気がする 自分が他者よりも動けている気がする

みんなの動きについていけなさそうな気がする みんなの動きについていけない感じがする

気分的にのっている なんだかのれない感じである（反転項目）

＜リラックス感＞3項目

リラックスした気分だ リラックスした気分だ

緊張している気がする（反転項目） 緊張感がほぐれた気がする

おだやかな気分である おだやかな気分である
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　なお，本研究では，これらの様式に加え，「動作法によ

るウォーミングアップ」の意義についても検討する。近

年，心理劇のウォーミングアップに動作法を用いること

が紹介されており（吉川，1998），動作法によるウォーミ

ングアップは次に述べる3つの利点をもつとされている。

①動作者の慢性緊張に由来すると考えられる身体の硬さ

をみつけ，それが心理的な問題とどのように関係してい

るかなどを見立てることを通して，心理劇で取り組むべ

き課題を探すことができる，②自体に直面して解決化

（リラクセイション）することを通して，自発性を高め

ることができる，③二人一組で行うことによりメンバー

間の親和性を高めることができる。本研究では，ウォー

ミングアップ体験尺度に表れる参加者の状態の変化の視

点から，動作法を心理劇のウォーミングアップとして用

いることの意義についても検討する。

方　　法

　従属変数

　ウォーミングアップの前後の状態を測定するために，

岡嶋・針塚（1999）のウォーミングアップ．体験尺度
（Scale　of　Wa㎜ing－up　Expenence；SWE）のうち「親和性」

3項目，「心的高揚感」2項目，「劇への動機づけ」6項

目，「リラックス感」3項目の計14項目を，前後の得点の

比較が行えるような文章に書き改めた（Table　2）。回答

は各項目につき，「全くそうでない」から「とてもそう」

までの5件法により求められた。

　ウォーミングアップの実施

　実施時期　1999年11月から12月にかけて，4週間にわ

たり本研究に基づくウォーミングアップが行われた。

　参加者　本学教育学部で行われた心理劇演習の受講生

69名（男24名，女45名）。参加者は本研究導入までに4

回以上の心理劇経験を有していた。

　グループの構成　参加者は男女，学年が均等になるよ

うに，20名程度からなる3群に分けられた。監督は筆者

3名であり，担当する群は期間を通じて固定せず，毎週

異なる監督が担当するようローテーションが組まれた。

　ウォーミングアップ様式　ウォーミングアップの様式

として，（A）「話し合い重視のウォーミングアップ」（B）

「身体活動重視のウォーミングアップ」（C）「動作法によ

るウォーミングアップ」の3種類がもうけられた。各々

の詳細は以下の通りである。

（A）「話し合い重視のウォーミングアップ」

　参加者は椅子に座り，全体または数人の小グループに

分かれて，「生まれて初めての記憶」「小中学校時代の記

憶」「最近あった嫌なこと」といったテーマについて参

加者が話し合うことが行われた。また，椅子から立ち上

がらない程度でゲーム（「牛タンゲーム」など）も行わ

れた。

（B）「身体活動重視のウォーミングアップ」

　参加者は椅子から離れ，身体の動きを伴うゲーム的な

活動を体験した。具体的には「だるまさんが転んだ，○

○になった」「じゃんけんで負けた人が勝った人の言う

ことを聞く」などの活動が行われた。

（C）「動作法によるウォーミングアップ」

　参加者が二人一組となり，一方がトレーナー役，他方

がトレ一働ー役となり動作課題が行われた。動作課題は

肩の上げ下げ，肩開き，立位での踏みしめ，躯幹のひね

りであった。各課題は，一通り行われたあとに役を交換

して引き続き行われた。

　手続き
　3群のうち1群は「動作法によるウォーミングアップ」

が4回送して行われ，残りの2群は「話し合い重視のウォー

ミングアップ」と「身体活動重視のウォーミングアップ」

が交互に行われた。一覧をTable　3に示す。参加者はセッ

ションのはじめに「今の自分の気持ち」について自己評

定を行った後，ウォーミングアップおよび劇化を体験し，

セッション終了後に「ウォーミングアップを終えたとき

の状態」をふりかえって自己評定を行った。一回のセッ

ションは各群ともに，ウォーミングアップにおよそ15分，

劇化・シェアリングにおよそ65分の時間がとられ，90分

以内にすべての手続きが終えられるよう行われた。

結　　果

　ウォーミングアップ体験尺度の反転項目による得点を

肯定的内容が高得点となるように修正した後，「親和性」

「心的高揚」「劇への動機づけ」「リラックス感」の各尺

度得点を従属変数，ウォーミングアップ（被験者内要因；

前，後）およびウォーミングアップ様式（被験者間要因；

　　　　　　　　　Tab董e　3
群，ウォーミングアップ様式，監督の組み合わせ

第一週 第二二 二三週 第四週

第1群　　話し合い重視　監督A　　身体活動重視

第2群　　身体活動重視　監督B　　話し合い重視

第3群動作法監督C動作法

監督C

監督A

監督B

話し合い重視　監督B　　身体活動重視　監督A

身体活動重視　監督C　　話し合い重視　監督B

動作法監督A動作法監督C
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　　　　　　　　　　　　　Tab蓋e　4
ウォーミングアップ体験の各要素における尺度得点の平均，標準偏差

親和性
第一週 第二三 門三週 第四週

前 後 前 後 前 後 前 後

話し合い重視

　　SD
身体活動重視

　　SD
動　　作　　法

　　SD

2．39

．62

3．12

．71

2．42

．64

3．43

．42

3．92

．44

3．08

．67

3．10

．55

2．90

。63

3．29

．51

3．42

．64

3．57

．66

3．78

．42

2．73

．61

3。12

．54

3．00

．68

3．33

．69

3．43

．65

3．55

．70

2．88

．61

296
．71

2．88

．72

3．58

．43

3．85

。74

3．67

．50

心的高揚
第一週 第二週 第三週 第四週

前 後 前 後 前 後 前 後

話し合い重視

　　SD
身体活動重視

　　SD
動　　作　　法

　　SD

2．13

．58

3．05

．76

2．22

．63

3．07

．76

3．68

．63

3．23

．97

2．78

．77

2。62

．96

3．26

．77

3．22

，62

3．71

．67

3．71

．64

2．56

．73

2．68

．78

2．53

．97

3．09

．88

3．36

．84

3．60

．74

2．72

．77

2．72

．75

2．75

．21

3．09

．64

4。03

．62

3．53

．85

劇への動機づけ
第一週 第二週 第三週 第四週

前 後 前 後 前 後 前 後

話し合い重視

　　SD
身体活動重視

　　SD
動　　作　　法

　　SD

2．19

．68

2．97

．66

2．28

．73

3．26

．61

3．68

．54

2．96

．66

2。83

．62

2．64

．96

3，20

．74

3．46

．46

3．38

．82

3．72

．61

2．49

．59

2．70

．81

2．48

．86

3．12

．76

3。20

．66

3．34

．72

2．69

．64

2．79

．72

2．67

．91

3．16

．60

3．72

．67

3．31

．64

リラックス感
第一週 第二週 第三週 第四週

前 後 前 後 前 後 前 後

話し合い重視

　　SD
身体活動重視

　　SD
動　　作　　法

　　SD

3．11

．82

3．47

．65

3．02

．58

3。50

．79

4．1

．49

3．46

．95

3．45

，72

3．33

．91

3。49

．55

3．70

．45

3．71

．67

4．27

．54

3．50

．66

3．44

．77

3．37

．76

3．65

．68

3．62

．55

3．97

．65

3．29

。77

3．73

．53

3．29

．68

3。63

．80

4．23

．56

3．92

．63

話し合い重視，身体活動重視，動作法）を独立変数とし

たこ要因分散分析を，週ごとに行った。また，プレテス

ト得点の要因を統計的に統制した上でポストテスト得点

の差を検討する，共分散分析も行った（平均と標準偏差

をTable　4に示す）。その結果をウォーミングアップ体

験の内容ごとに述べる。

　親和性について

　各週における親和性得点の変化をFigure　1に示す。分

散分析の結果，ウォーミングアップの主効果が四週とも

に見られた（第一週よりF（1，43）＝65．86，p＜．01；F（1，45）＝

31．59，p＜．01；F（1，54）＝24．53，　p〈．01；F（144）＝58．46，　p＜．

Ol）。一方，ウォーミングアップ×ウォーミングアップ

様式の交互作用はどの週においても見られなかったが，

共分散分析において第一週にウォーミングアップ様式の

主効果が見られた（F（2，42）＝5．93，p＜．Ol）。下位検定の

結果，「身体活動重視のウォーミングアップ」が「動作

法によるウォーミングアップ」よりも有意に高いポスト

テスト得点を示した。

　心的高揚について

　各週における心的高揚得点の変化をFigure　2に示す。
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Figure　2　ウォーミングアップによる心的高揚の変化

分散分析の結果，ウォーミングアップの主効果が四週

ともに見られた（第一週よりF（1，43）＝90．37，p＜．01；F

（1，45）＝31．59，　pぐ01；F（1，54）＝33．50，　p＜。01；F（1，44）＝

37．95，p＜．01）。また第二週と第四週には，ウォーミング

アップ×ウォーミングアップ様式の交互作用傾向が見ら

れ（第二週よりF（2，45）＝2．72，p＜．08；F（2，44）＝3．16，

pぐ06），共分散分析においてもウォーミングアップ様式

の主効果ないし傾向が見られた　（第二週より

F（2，44）＝3．18，pく．06；F（2，43）＝6．82，　p＜．01）。下位検定の

結果，第二週，第四週とも，「身体活動重視のウォーミン

グアップ」が「話し合い重視のウォーミングアップ」よ

りも有意に高いポストテスト得点を示した。

　劇への動機づけについて

　各週における劇への動機づけ得点の変化をFigure　3に

示す。分散分析の結果，ウォーミングアップの主効果が

四週ともに見られた（第一週よりF（1，43）＝71．90，p＜．01；
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Figure　4　ウォーミングアップによるリラックス感の変化

F（1，45）＝42．35，p＜．01；F（1，54）＝43．79，　pぐ01；F（1，44）＝

40．68，p＜．01）。・一方，ウォーミングアップ×ウォーミン

グアップ様式の交互作用はどの週においても見られなかっ

たが，共分散分析において，第一週および第四週にウォー

ミングアップ様式の主効果ないし傾向が見られた
（F（2，42）＝4．39，p＜．01；F（2，43）＝2．90，　p＜。07）。下位検定の

結果，「身体活動重視のウォーミングアップ」が第一週

では「動作法によるウォーミングアップ」，第四週では

「話し合い重視のウォーミングアップ」よりも，それぞ

れ有意に高いポストテスト得点を示した。

　リラックス感について

　各週におけるリラックス感得点の変化をFigure　4に示

す。分散分析の結果，ウォーミングアップの主効果が

四週ともに見られた（第一週よりF（1，43）＝35．31，pぐOl；

F（1，45）＝18．06，　pぐ01；F（1，54）＝8．79，　pぐ01；F（1，44）＝

18．36，pぐ01）。また第二週においては，ウォーミングアッ
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プ×ウォーミングアップ様式の交互作用が見られ（F

（2，45）＝2．95，p＜．01），共分散分析においても，ウォーミ

ングアップ様式の主効果が見られた（F（2，44）＝7．13，p

ぐ01）。下位検定の結果，「動作法によるウォーミングアッ

プ」が他の二つの様式に比べ，有意に高いポストテスト

得点を示した。

考　　察

　ウォーミングアップ様式間の共通性について

　本研究で設定された3種類のウォーミングアップ様式

において，ウォーミングアップ体験尺度のすべての下位

尺度得点が，ウォーミングアップ前後で全高とも上昇し

た。この結果は，心理劇におけるウォーミングアップは

その様式に関わらず参加者の劇化への自発性を高めるこ

とができることを示している。そこには，参加者のウォー

ミングアップ体験を高めるために必要とされる要素が，

ウォーミングアップの様式を問わず共通して存在するこ

とが仮定される。心理劇の劇化の相では，演者はある場

面の中で役割という架空性を有しながらも，自己を表出

したり他者とかかわるという現実にさらされる。ウォー

ミングアップは「劇化のための準備運動（台，1982；増

野，1977）」といわれるが，ウォーミングアップの相が劇

化の準備運動となるには，参加者の一人ひとりに，他者

とかかわりながら自己を表出ないしは開示する活動が行

われていることが必要条件であると考えられる。逆に言

えば，参加者が，話し合いでの言葉であれ，ゲーム的な

活動での身体表現であれ，また動作法における身体の動

かし方であれ，どのような手段であっても，他者に対し

て自分なりの方法で，相互に自己を表現しあうことがあ

れば，集団は劇化へ向けて自発性が高まっていくと考え

られる。また，針塚（1998）は，心理劇は今まで自分が

演じたこともない「役割をとる」という体験的現実性を

有すると述べているが，監督やメンバーの提示する役割

を参加者が十分目了解している状態において，自発的な

劇が展開されるといえよう。従って，ウォーミングアッ

プでは他者の指示や依頼を受け入れる準備運動も，また

行われていると考えられる。監督の「～してください」

という依頼に全員が応えられるときに参加者の自発性が

高められる，逆にいえば，ウォーミングアップで何をす

るかを決める際，監督はメンバーの全員が内容について

こられるものかどうかを考えておく必要があると考えら

れる。そのためには監督が参加者やグループの特性を把

握しておくことが重要といえる。

　ウォーミングアップ様式間の差違性について

　一方，ウォーミングアップ様式の違いによって，ウォー

ミングアップ体験の程度に影響が見られることも示され

た。そこには，それぞれのウォーミングアップ様式のも

つ固有の要素の影響が絡んでいることが考えられる。以

下に，それぞれのウォーミングアップ様式に固有にもつ

特徴とその意義について考察を加える。

　「身体活動重視のウォーミングアップ」は，他のウォー

ミングアップ様式に比べ，親和性や心的高揚感，また，

劇への動機づけと関係の強いことが示された。これは心

理劇のウォーミングアップでは，言葉に限らず身体をも

伴う参加者間の相互作用が重要であることを示している

と考えられる。とくに，「親和性」や「劇への動機づけ」

については，第一週において他のウォーミングアップ様

式との効果の違いがみられたことから，グループ形成に

おいて，初期に身体活動をも伴うウォーミングアップを

用いて，参加者の心理劇への動機づけを高めることが重

要と考えられる。しかし，本研究の参加者は過去に心理

劇を数回体験しているため，初回からの心理劇グループ

の変化とはいえず，また，今回は監督が毎回変わったた

め，この結果を純粋に固定されたグループにおける変化

ということはできない。この点について明確に示すこと

は，今後の検討課題である。

　「動作法によるウォーミングアップ」は，他のウォー

ミングアップ様式に比べ，リラックス感を得ることとの

関係が強いことが一部示された。動作法におけるリラク

セイションは主に床に直接座ったり寝転がったりする姿

勢で行われ，援助する側とされる側の両者の「やりとり」

という共同作業によって，身体の不当緊張に気づき自己

弛緩を行うという過程を持つ（大野，1992）。そのため

自己弛緩によって，また，相手との関係の中でリラック

ス感を得ることは大いに考えられる。

　吉川（1998）は，動作法を用いたウォーミングアップ

の利点のひとつに「親和性が増す」ことを述べ鵡しか

し，本研究の結果，第一週においては動作法よりも他の

ウォーミングアップ様式において，より親和性が上昇し

た。しかし，第二週以降に「リラックス感」が高揚する

とともに，親和性に他のウォーミングアップ様式との差

がみられなくなった。これは，動作法を新しい集団に対

し適用する場合のプロセスを表していると考えられる。

すなわち，参加者は動作法というまったく新しいかかわ

り方を提案されたことで，はじめの回は「これでいいの

かな」という不安やとまどいの感じをもちながら行うが，

回を重ね他者や自己の身体の特徴やリラクセイションの

方法が分かってくることで不安やとまどいが消え，他者

との相互作用や自己の表現をより行えるようになると考

えられる。また，動作でやりとりを行うのは二人一組で

のことであるが，グループで行う形式においては，周囲

では別の二人組が同じ課題に向き合っているという構造

があり，そこでは他の二人組で行われている様子を見た

り，トレーナー役の言葉かけを自然に取り入れて使って

いたりすることがある。このような構造の中でグループ

としての親和性が高まることが考えられる。しかしなが
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ら，動作法を継続的に行うグループがどのような成長を

していくかについて，また，動作法の心理劇のウォーミ

ングアップとしての適用可能性，とくに吉川（1998）が

第一番目に示す，動作法で発見された身体の硬さから，

心理劇で取り扱う問題を探る手続きに関する検討は今後

の課題である。
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